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第3回衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学衛交流会館

5-2 

阪神大震災仮設トイレ実態報告

松並 社:側三三紡コンサルタンツ技術管理者

東尾賓:鰯フイースト 代表取締役

木村友映:(樹木村技研 常務取締役

J .はじめに

今年初頭の阪神淡路大震災は、近代都市そのものの在り方に大きなrm胞をなげけたとい
えよう。 *tflf. ~11 大}血液IIIJMH以降、大地震に対して、それなりの関心はもたれてきたとは・言

え正此の度の災wの大きさと、!日j胞の深刻さに我が間の全ての国民が大きなショックを受
けると問11寺に、各自治体に於いて、防災対策・ライフラインの確保について、抜本から検

討を見直されている。

政府としても、各自治体の動きに呼応して、緊急に防災対策予算を計上し、防災補助金の

実施が実現した。

阪神大震災が発生した翌朝、マスコミ各社は、水や食料の不足と、それらが崩かない被

災地状況が報道された。しかしこの時に被災地では、水や食糧よりも深刻な問題が起きて

おり、テレピ、ラジオで多くの、被災者から直接 fトイレがないJ rトイレがほしいj と、
うったえの戸が流れた。家を失い、学校や公関等の避難場所に数多くの被災者が集まり、

生活するにはトイレは梅めて重要な設備であることを思い知らされ、その後の新聞・テレ

ピ等マスコミでその問題の重要性がクローズアップされた。

ほとんどのトイレが水洗化された被災地では、公衆トイレは大便器のみならず、小便器、

床にまで汚物の山となり、さらに f空き地jや f学校の花119:Jや f公闘の砂場Jlこ穴を堀

り、期間にシーツやベニヤ板等で仮囲いをした急ごしらえのトイレの数々。いずれもあっ

という問に、使槽が一杯となり、地中に汚物がしみ込むまま、一雨時れば便穴から汚物が

あふれる様てしまう、非常に不衛生な状況のまま、数多くの手づくりトイレが放置された。

発災i直後から数日開、この様なトイレ不足の状況下で、救援物資として送られた仮設ト

イレは、十数積類にもおよび、災害時と苦う条件を考瀧/J:i来ないまま次々と設霞された。

それらのトイレの中には、設慢してから半日もたたずに使用不能となり、使用禁止の鈷り

紙がjll~ られたものも多く見られた。これらの現場の実態が明らかにされないまま、災害対

策用トイレに関する議論がされている。

我々は、ボラティアとして、神戸市・芦患市等を中心として、総数約1、600基のトイレ

を設慨し、そのメンテナンスにあたった。本報では、その結果をまとめたものである。

2.対応経過

@l)117f.:J午前 51時47分阪神大震災発生。

@1月 17日午前611寺15分墳鮒木村技研大阪営業所長佐藤晋(兵膝県西宮市在住)より、

自宅の被災状況の一報が本社営業木部長木村友映宅(東京都内在住)に入る。

(以後、数回現況報告あり)

午前 711寺30分側木村技研青山ブオーサイト(東京都港区)に災害対策本部を設置する。

(各公共機関と連絡し情報収集)
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@.1 J] 181.1佐藤所長より被災地の情報が寄せられる。

午後 311初o分 災容対策本部にて被災地への救媛活動を決定する 0
@.1月19n 11111=i市役所と救媛活動の折衝をする。
災害対策本部及び大阪営業所にて、救t援活動の準備を整える。
@ J n 20 rt食料・寝具・生活用品等を準備し、 8名で車3台に分乗して、現地に出発する。
@.1JJ2IH 大阪で、ぺ t車アノレミパン(嬰員の宿泊用)を調達し現場に到着(神戸市高松

事:業所精)この|時点で約500台の仮設トイレが集積場所に搬入されていたと思われる o

電気設備を要するものが半数を I~í め、設慨しでも、実際使用が不能であっ た。。1J122JI 木村技研本社より 3名Jlr1合にて迫力JI派遣
~IH環境幣備協同組合述合会(探幣担10 第:1 Ilili若

バキュームカ ~25台、作業者 7 04'1、がj事}~rrì された。神戸市の指示により、当社ボラン

ティア社員は(探柊述)の指N{下で、先ず車11立トイレの運搬、組立に従事。然し、五11搬
*制の制約、交通渋滞、瓦棟等による道路封鎖により、設置ははかどらず、 1日で17台、

iEf難場所4ヶ所への設離にとどまる。
@.1月 2a11 m京本来1.:より吏に 6~，派遣、合計:1 7名

E13搬Jt:納はjitl:で手配、増強するも、避難場所のトイレの要求に対して、当社の社員の

みの組み立て作業で、は限界があり、木日の設霞台数70主主。

以上の様な状況を111'戸市、兵庫県に報告、兵庫県から自衛隊への出動要諦が1.1.¥される。
@ 1 Jl2t1IJ 1)衛隊出動、大坂iIi環境局応援

自衛隊は、搬入部隊と車ll.立部隊とに分かれ、当社ボランティアは毒性み立て部隊と {I~I司、

組み立て指導に当る。大阪市環境局応援者IH琢も当社ボランティアと都問、運搬と組み立

て作業に当る o

。 1 ):j 25~1 ・ 26 日

上記作業に従事する。

@1月26n・27(:1. 281ヨ
当社ボランティア 3J;llが芦屋市に組み立てトイレ応援。設置を行なう。

@lJl3lfl設関作業終了。 (111'戸市と調撚)

@ 2 JJ 1 r'l "-' 1.3 n 1111戸市高松事業所へ述絡
@ 2 J1 1 5 11 "-' 2 JJ 2 0 IJ設撹トイレの点検、消臭剤投与の為、 4名常駐派遣

(神戸ili高松事業所前)

~1 .各組トイレについて

大般の仮設トイレが被災地に搬入・設霞され始めたのは、地震発生からすでに 2"-'3日

たってからのことであった。

災害mトイレを僻帯していた自治体や、企業からも多くの供給があった。ところが、こ
こで問題となったのは、 f仮設トイレjの形態であった。設置されたトイレは、椛災者が

作った議制式トイレを除けば、大別して 4 種類に分類される。その仕様を表~2-1 ・表-

2-2fこ示す。

通常我々が工事現場やイベント会場で見る様な仮設トイレは、すでに組み立てられた状

態のものであり、 i邸 t:;:Irで一度に 6基しか運べない。激しい交通渋滞の中、避難所に届け

ても使梢の容盈 (300"-'tlOO~~) が小さく、あっと言う問に使楠が一杯どなり、使用不能と
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なり、脱に使用禁止のJh'iり紙が次々とj枯られた。又バキュームカーに避難所からの要諦が

あっても、交通渋滞によって、汲み取り作業が国難であった。他にハイテク利用で、 NTT

IUI線を使い、満杯になると回収命令が本部に伝わり、回収作業が行われるトイレ、又朋を

足すとトイレ利用者がペダルを踏む事によって llE.1ずつパックされるトイレ、非水洗では

あるが水を使う簡易水洗トイレや、汚物を燃やす燃焼式トイレ、排11止する度に使用者各自

がビニールでつつむポータブノレトイレ等さまざまであった。

。災害時における現場状況下でのトイレ条件

被災地では交通渋滞、入手の不足、情報の混乱、バキュームカーの不足、し尿処郎a場の

被'im干の条1'1:が発作.し、これらの問題に関係がなく使用できるトイレが災害朋トイレの条

件である。

金主t
1 .長期間の汲み取りが不必要である事。 CR0]ヶ月位)
2.避難場所に長期間の備蓄が出来る部材

3. 被災地内搬送のため、コシパクトに折りたためる物

これらの条件を満たしたトイレが、阪神大震災では非常に有効であった。

-1.似設トイレの状況、及び雑感(写真参照)

ほとんどの市民が水洗トイレを利用している。何も手をわずらわす事なく汚物の処理が

できることに慣れきった住民ιとって、非常時とはいえ、汲み取り便所の利用には、概限
のJ託f/Lを感じているctうであった。これは災害時汗jトイレとして、技術的に妥当と思われ

るトイレについても、多くの苦情がょせられたことからも窺えた。

(表一 1)にや11戸iTiへ我々 が、 37台仮設トイレ設置を行った!玄j戒における、 トイレ環境の

変化の一例を示した。表より、仮設トイレが設関されるまで、プーノレ、油、 )11等々あらゆ

る水を保保しトイレの)IJ木として手IJJIJした。しかし沈滞に+-分でなく、使が1.1.1盛りになっ

たり、排水管がつまりに、使JU不能が続発した。結果として、仮設トイレが設置されると、

ほとんどの住民がそれを利用した事が窺える。

以下我々が設践したトイレの使用状況で、気がついた点についてまとめる。

@ {史品IJ内投棄物の量は大変なものであった。特に目立ったのは、使い捨てカイロである o

これは使柳内で悶まり、バキューム作業の障害の源となった。

@ {史楠内で大使がテンコ盛りとなった。撹枠棒があるが、使用方法がわからず、かつ、

f更の椛り J:.りから見ると、便器からあふれでいる状況の為、錯覚を覚えるらしい。

(使糟内の慌~I~ をすれば解決する。)

@ i.~J明の為か、臭気はさほど気にならない様であった。(夏期の対・策の考慮)

。 避難場所での長期化により、電気(照明)設備が付けられたトイレが多かった。その

為に、夜間シノレエットが映るとの苦情があった。しかし、シートが乳白色なのは、常気

が来ない非常時を認定、月IYiりや校庭:のサーチライトの光の透化を可能にさせるためで

ある。

@ 1R;J111の行き届いたトイレについて、特に学校内に設置されたトイレは、当番で 1日I

'"" 2 IFI清掃がなされていた。男女日IJの表示、老人(弱者)対策として、ロースッテップ

にし、専用使用させているトイレ、身i環者用車締子対応トイレも見受けられた。
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。ノ1<illが彼ILIしたので、すぐに撤去して欲しいと要望され、撤去したら、今度は下水管
が織れパンクしたので、設{慢し臨して欲Lいという要望もあった。

5. おわりに

今IIIIの大震災は、従来の震災地と異なり、近代都市に発生した。我々は、 f災害時のト

イレj では、何が絶対条件になるのかを、研究し尽くした上で、災害時用トイレの生践を

始めた。

過去において、昭和157~i~の長崎水害、昭和 5 8 ~f.三宅島噴火災棒、 nr-nll 5 9 ~I三五滝村地震

災'ik平成日 1r:.の北海道出掛沖地肢と、救援物資として送り、被災者の方々に利川して]真

き、!東!:})~ "みでも~は 1.'分それで対応ができた。

我々のトイレは現場組み立て式で、し尿の特性を ~I::.かして、水分と間型物に分離するこ

とにより、 11=150人使Jl]で約1ヶ丹問汲み取り無しで使用が可能な点にある。発災当初

の道路交通も含めたライフライン途絶時には、最も威力を発揮したトイレと確信する。

しかし、それとて避難場所に憶かれたトイレの管理状態によって大きな差がある。避難の

トイレの揃除までボランティアにやってもらう所では、清潔を求めても困難であった。

しかし、被災住民が自ら協力し合って自主管理している避難所では、常に衛生聞に気をつ

け、清潔さが保たれていた。

内 H中~ 被災i直後 3日後 1週間後 3週間後

トイレが使えず外でmを足す(溜動場、木除等) 9 2 

2 仮のトイレをつくる(穴を踊る、マントル利用等) 8 1. 3 

3 水洗トイレが使で1.1.1椛り 25 8 2 
J 

4 新開・ピニ}ノレ袋を敷き、使をする 1 0 3 1 

5 水を雌保し、水洗トイレを利用 38 24 1 0 6 

6 仮設トイレを手IJm 1 4 29 1 5 

(表-1) トイレ環境の変化(例)
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《トイレ比較表》 (袋一2-2)

よド之三 3.貯留式トイレ(工事見場用} 和式 4.ピニー凡袋式簡易トイレ

Al.外装思い ポリエチレン樹脂 'FRP製 なし

A.仕様 A2.便 1留 ポリエチレン樹E蹄4 ポリピニー凡袋

A3.便E器禁式 汽車便器型{和式) 洋式

A4.便flW容盤 200.e""400.e 1人/1回毎使用

B.設営上の特性 -組立済 組み立ては簡単である。
※避費住所に搬送
(4トン車6台積載可能) 盟外での使用はテント又は、仮囲いを必裂と

ずる。

C.期明設備の不備の時 -監部の材質に遊光性が少なく便器の確認が なし
の特性 臨難
(発災直後より 1週間
位)

D.設官後、使用上の -高齢者に対する考慮(入口部・段差・手す 既設水洗便器等を利用する方法であるが、使
り機能)がない。 問者のモラルに多大に影響する。

特 性
-便槽容量が満杯と同時に使用不可。
(阪神大鹿~では、半日で満杯となる現場
が続出した}

-バキュームカーによるくみ取り

巳処理能力上の特性 • 1基当り zoo.e便槽で半自"""1日位 ポリピニー凡識の大監の汚物袋が発生する。
(1基準り)

• 1基当り 400.e使槽で2日"""4日位

(阪神大震災期間

F.環境・衛生上の特性 -便槽の構杯状混合監視して、パキユ山ム 使用清みの袋が路上を・趨招外く可に般省出置生がされある恐れ
カーの手配を憶に行なう。 があり、汚物の散乱 る。

-上記を怠ると、仮設便所内がし尿の山に 下水道等に投棄されると、閉塞事故の原因と
なる。(使意を我慢できない人々 ) なる。

G.回収・処理上の特性 -バキュームカーでし尿をくみ取る。 バキューム車では対応出来ない。
{吸号!ホースがピニー凡袋のため閉塞する)

-仮設トイレのIJ容器解体国難
ゴミ回収率でも対応出来ない.

. 4トン療で6台積載集荷撤収可 (圧縮機械でビニール袋が潰れて作業員に
飛散)
阪神大震災にて報告が有)
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《トイレ比較表》 {表-2-1)

JV之三 1.貯留・国液分離式トイレ(和式・洋式) 2.貯留式トイレ(テント式) (洋式)
Al.外装聞い 特殊ターボリンシート(防炎加工} 特殊ターボリンシート(防炎加工)

A.仕様 A2.便 1首 特殊ターボリンシート(防炎加工} 特殊ターボリンシート(前炎加工)

A3.便号椴式 和式 挙式(W200.e・ 11120.e) 洋式

A4.使僧容蹟 30叶f句人JW200.e (~~句人)8. OOOA ) l f-J 4.00 
400.e 

B.設営上の特性 . f僻榊首より取り出して組立後、すぐ使用でき -格き納る箱。より取り出して組立後、すぐ使用で
る。

-誰でも簡単に組立られる。 -誰でも簡単に鰻立られる。
(1 0-1 5分/1台) (10-15分/1台)

i C.照明設倣の不備の時 -ターボリンシートの採用により、夜間月明り -ターボリンシートの採用によ1).夜間月明
の特性 {校庭のサーチライト)でも便器の位置融制t り(校庭のサーチライト)でも便器の位置
(発災直後より l週簡 出来る。 確認が出来る。
位)

D.設営後、使用上の -高齢者・子供・女性の使用を考え、手すり -便楠 (400.e)が満干利寺に交換する必要
機能、すぺり止め、鍵など安全対策が考慮さ {約4日毎}

特 性 れている。
-交換時の予鏑便摺の確保

-使用硬摘の交換等、人を配置する必要がな (阪神大鹿足では、平均2ヶ月出足寄時用
む、. トイレを使用した。)

E.処理能力上の特性 -特殊な個液分離装置を有し、便摺内の汚物の -便槽容量が 400.e、専用組立便檎を避難場
(1基当り) 液体分のみ使摺外に流す。 所にて保管する。

-その為、便摺の実容麗より、 • 1基当り約4日位使用できる。
( 300.e =8000回使用に棺当)はるかに多麓 {メーカー仕樟害}

位の探}尿にわを処た理りでき、 長期間(17月-1.5ク月
} り使用できる。

F.環境・衛生上の特性 -深尿の液化分は必ず滅菌剤に触れ、他のトイ -汚物の入った専用組立便捕の保管・管理が
レと比較し、環境汚染のJ乙慣がない. 必要.

-車酎ず皆理が容易な為、清潔に使用が出来る。

G.剖収・処理上の特性 -バキューム惑で完全に対応可能。 -保管された専用組立便憎からの、度接/'¥'
キューム療での関収が出来ない。

-災害復!日後、便摺内に水を注入し、 l汚物を希
釈した被分は‘そのまま下水道に放流可能。 -クレーン車付トラックで(約400Kg)回収す
(東京都) る
-仮設トイレめ現場解体、搬送可能で、 4トン -下水道に流す事が出来ない. (東京都}
車で 250-300台搬収可。
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